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教 育 委 員 会 定 例 会 議 事 録 

 

令和４年８月１６日 午後２時００分 開会  

 

出席委員 

 教  育  長   髙 本 訓 久 

委     員   渡 辺 時 行 

委     員   菅 沼 由貴子 

委     員   戸 苅 恵理子 

委     員   山 田 清 志 

 

説明のための出席者 

  教育部長             前 田 清 彦 

  教育部次長兼庶務課長    酒 井 保 吏 

  教育部次長兼学校教育課長   山 本 一 之 

教育部次長兼中央図書館長  尾 﨑 浩 司 

庶務課主幹         中 村   忠 

学校教育課主幹       中 村 立 志 

生涯学習課長        林   弘 之 

スポーツ課長        杉 浦 忠 彦 

  学校給食課長          林    俊  光 

中央図書館主幹       中 西   明 

 

教育長が指定した事務局職員 

主    事        近 藤 邦 宏 

主    事        森 下   徹 

 

議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

第２ 第21号議案 令和３年度教育委員会決算について（非公開） 

第３ 第22号議案 令和４年度９月補正予算について（非公開） 

第４ 第23号議案 教職員の任用について（非公開） 

第５ 第24号議案 市制８０周年記念プラネタリウム番組の制作について 

 

「髙本教育長」 定刻になりましたので、ただ今から教育委員会を開会し、直ちに会

議を開きます。始めに、日程第１、議事録署名委員の指名を行います。本日の議事録

署名委員は、教育長において、渡辺・戸苅 両委員を指名いたします。よろしくお願

いいたします。 

開示 
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「髙本教育長」 続きまして、日程第２、第２１号議案「令和３年度教育委員会決算

について」及び、日程第３、第２２号議案「令和４年度９月補正予算について」は、

９月市議会で上程される案件であり、未だ公（おおやけ）になっていないものである

ことから議事を非公開とし、会議内容の議事については、後日、開示請求に基づいて

開示することとしたいと思います。さらに次の日程第４、第２３号議案「教職員の任

用について」は、職員の人事に関する案件ですので、こちらも議事を非公開とし、会

議内容の議事を別に記録することとしたいと思います。以上の理由により、第２１号

から第２３号までの３つの議案審議を非公開としてよろしいでしょうか。 

   （異議なしの声） 

「髙本教育長」 異議なしと認め、第２１号、第２２号、第２３号の３つの議案は非

公開とします。それでは、はじめに日程第２、第２１号議案「令和３年度教育委員会

決算について」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 

 

（以下、当日議事は非公開） 

「酒井教育部次長」「各課長」 第２１号議案「令和３年度教育委員会決算について」

を資料に基づき説明。 

「髙本教育長」 この件について、ご質疑がありましたらお願いします。 

「山田委員」 学校教育課に伺います。「教育一般指導費」において、「道徳教育の抜

本的改善・充実に係る支援事業２５０千円」とありますが、これはどのような事業で

すか。 

「山本教育部次長」 愛知県からの補助を受けて、小坂井東小学校で行った事業です。

これまでも道徳教育に取り組んでいましたが、新しい道徳の教科化が進んでいくにあ

たり、文部科学省から道徳の講師を招いて、指導を受けたものです。この中で、学校

での資料づくりなどの指導もあって、これを冊子にまとめ、市内の学校で共有し、市

全体の道徳教育レベルの底上げを図ったものです。事業費２５０千円は、この冊子の

印刷製本費などとなります。 

「山田委員」 同じく学校教育課の「登校支援事業費」に関連してですが、令和３年

度の不登校の児童生徒数が昨年度と比較して非常に多くなっています。コロナ禍がき

っかけとなったケースも多いと思いますが、これがウィズコロナで高い数値が続いて

しまうことが心配です。登校支援事業として、専門講師による教員への研修会なども

開催しているとのことですが、抜本的な対策をしていただきたいと思います。 

「髙本教育長」 今の話に関連して伺います。令和２年度は学校や施設が臨時休業と

なった時期がありましたが、「登校支援事業費」の決算額としては、令和２年度のほう

が多いようです。これはどのような理由によるものですか。 
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「山本教育部次長」 令和２年度は御津地区「さくらんぼ」が、御津生涯学習会館か

ら御津支所に移転したため、その臨時的費用を計上したものです。山田委員が言われ

たように、令和３年度の不登校児童生徒数は令和２年度と比較すると爆発的に増加し

ました。現在、学校では、新たな１人を発生させないように、休んだ初日、１日目の

対応を非常に重要視しています。担任だけではなく、学校というチームとして、迅速

に対応するように努めているところです。 

「渡辺委員」 学校教育課の「部活動総合支援事業費」について伺います。文化的部

活動が県大会以上に参加する際に、参加費を補助するということですが、これはどの

ようなものが対象となるのですか。 

「山本教育部次長」 文化的部活動、特に吹奏楽が主となりますが、大会によっては

施設や設備を借り上げて開催される関係で、１チーム１万円などの参加費用がかかり

ます。この支援事業はその参加費を補助するものです。 

「渡辺委員」 先日新聞で、県大会に出場した際の会場までの交通費についての記事

が掲載されていました。自治体によって、会場までの交通費を補助しているところと、

公費での負担ができず保護者対応となっているところがあるようです。知人から聞い

た話では、近隣市の学校では県大会１日目は公費負担でバスが出たが、勝ち進んだ２

日目以降は予算の関係で保護者対応となったとのことです。強豪校であれば、２日目

以降のバス代予算なども確保されていたのかもしれませんが、豊川市の場合、こうい

った県大会以上の交通費はどのようになりますか。 

「杉浦スポーツ課長」 中学校部活動の交通費については奨励金として支出しており、

運動部関係をスポーツ課、文化部関係を庶務課が担当しています。それぞれ県大会よ

り前の東三河大会から交通費を支給していますが、部活動の交通費を補助しているの

は東三河５市の中で豊川市、蒲郡市、田原市のみという状況です。競技によっては部

活動のある学校数も減っており、東三河大会にも出場しやすくなっていますので、今

後も奨励金として補助し続けることが適当かどうかという議論はありますが、本市で

は、予算がないから補助しないということはありません。そのような場合は、補正予

算を組む調整を財政部局と行うこととなります。 

「酒井教育部次長」 文化部関係を庶務課が所管していますので、補足します。吹奏

楽などでは、交通費のほかに楽器を運搬する費用等もかかりますので、県大会以上で

はその楽器運搬費用も補助対象としています。また、種目によっては大人数で移動し

ますので、金額や行先の関係で、バスを利用することとなった場合などは、バス費用

が補助対象となります。 

「戸苅委員」 学校教育課の「理科教育設備整備費」について伺います。理科教材教
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具の令和３年度整備率が小学校５０．２％、中学校５２．８％となっており、決して

高い整備率ではありません。さらに、小学校においては、昨年度よりも大きく低下し

ているようですが、整備率の考え方や小学校低下の要因等あれば教えてください。 

「山本教育部次長」 理科備品については、計量器や実験機械器具、標本や模型等、

必要な品目と数量が決められ、それらを基にした基準金額が、小学校、中学校ごとに

定められています。整備率は、基準金額に対して、どの程度整備されているかを示し

た数値であり、令和３年度は１校当たり、小学校で９２,３００円、中学校で２０４,

２００円の予算を配分しました。令和３年度中の小学校の整備率が大きく低下したの

は、理科備品としての必要な品目が増え、基準金額が１校たり約１,０３０万円から約

１,１６０万円へと大幅に増えたことに対して、配分した予算が１万円程度の微増であ

ったことや、理科備品の廃棄額が小学校全体で約３６０万円にのぼり、購入額を大き

く上回ったことによるものです。 

「髙本教育長」 中央図書館における図書の整備率もそれに似ているのだと思います。

破れたり古くなった本を捨てずに、そのままにしておけば整備率は１００％に近づけ

られるのですが、それが果たして良いことなのかというところです。そういった意味

では、整備率というのは難しい数字なのかもしれません。 

「菅沼委員」 学校教育課の「要保護及び準要保護就学援助費」の表の見方について

教えてください。例えば、小学校費において、“給食費”の支給人数が８３１人となっ

ていますが、一方で、“学用品費・通学用品費”の支給人数は、１年生１２５人、その

他の学年７１８人であり、合計すると８４３人となります。さらに、“新入学児童学用

品費”では、新入学児童が１１６人となっていて、先の１２５人とは異なる記載とな

っています。この人数がずれる理由について教えてください。 

「山本教育部次長」 人数の違いについての一つ目の理由は、把握時点の違いによる

ものです。新入学児童学用品費の１１６人は、４月１日付けの認定者数であり、学用

品費・通学用品費の支給人数の1年生１２５人は、３月支給の第３期学用品支給者数に

なります。中途認定者がいるため、認定者数が増加しています。また、給食費８３１

人と学用品費・通学用品費の支給人数１年生１２５人、その他の学年７１８人の合計

８４３人との差については、欠食により生じた差と考えられます。 

「渡辺委員」 ＧＩＧＡスクールの関係で伺います。子どもたちに１人１台タブレッ

ト端末が配備されて、そろそろ１年が経過します。ところが７月に学校訪問をした際

に、意外に使っていないという印象を受けました。現状はステップアップしていく段

階の途中だと思うのですが、今後の方針などあれば教えてください。 

「山本教育部次長」 学校での使用頻度は確実に増加しており、小学校ではほぼ毎日
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何かしらの授業でタブレット端末を使っている学校が大半です。タブレット端末が導

入されたことにより、例えば、理科や生活科のような授業では、カメラ機能や動画撮

影機能を活用することで、児童生徒自身が分かりやすく説明するなどの授業が可能に

なったと思います。このように端末の基本機能は積極的に使われていると思いますが、

授業支援ソフトとなると、積極的に使用している先生と、少しずつ使い慣れながらと

いう先生がいて、温度差がある状況ですので、授業支援ソフトが今後授業の中でより

活用されることを期待しています。 

「髙本教育長」 中央図書館の「マイブックプロジェクト事業」について伺います。

参加率９５．１％ということで多くの生徒が参加したとのことですが、参加しなかっ

た生徒の理由などは分かりますか。 

「尾﨑教育部次長」 マイブックプロジェクトへの参加率は、例年９５～９６％程度

です。アンケートを取っているのですが、チケットを紛失してしまう子どもが毎年一

定数います。また、本を読む行為自体がどうしても好きになれないという子どももい

て、その子たちにも強制するわけにはいかないので、合わせると毎年４～５％程度不

参加となる子どもがいる状況です。 

「髙本教育長」 ほかにご質問、ご意見がなければ採決を行います。本案は原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。  

   (異議なしの声) 

「髙本教育長」 異議なしと認めます。日程第２、第２１号議案「令和３年度教育委

員会決算について」は原案のとおり可決いたしました。 

 

「髙本教育長」 非公開で続けます。日程第３、第２２号議案「令和４年度９月補正

予算について」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 

 

（以下、当日議事は非公開） 

「杉浦スポーツ課長」「林学校給食課長」 第２２号議案「令和４年度９月補正予算に

ついて」を資料に基づき説明。 

「髙本教育長」 この件について、ご質疑がありましたらお願いします。 

「戸苅委員」 学校給食課に伺います。南部学校給食センターの洗浄室天井内ダクト

取替などのため、修繕費用６，０００千円を補正するとのことですが、施設は平成２

５年建築だったと思います。建築後９年経過となりますが、大掛かりな修繕が必要な

時期になったということですか。 

「林学校給食課長」 南部学校給食センターの洗浄室天井が、少したるんでいたので

天井裏を確認したところ、ダクトからの水漏れが分かったことから修繕するというも
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のです。必要箇所のみの修繕ですが、この修繕だけで６，０００千円かかるというこ

とではありません。補正額はそれ以外の細々とした修繕費用も積み重ねた金額となり

ます。 

「髙本教育長」 ほかにご質問、ご意見がなければ採決を行います。本案は原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。  

   (異議なしの声) 

「髙本教育長」 異議なしと認めます。日程第３、第２２号議案「令和４年度９月補

正予算について」は原案のとおり可決いたしました。 

 

「髙本教育長」 非公開で続けます。日程第４、第２３号議案「教職員の任用につい

て」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 

 

（以下、議事内容は人事情報に関わるため議事を非公開） 

 

「髙本教育長」 ここから公開といたします。日程第５、第２４号議案「市制８０周

年記念プラネタリウム番組の制作について」を事務局から説明をお願いします。 

「中西中央図書館主幹」 第２４号議案「市制８０周年記念プラネタリウム番組の制

作について」を資料に基づき説明。 

「髙本教育長」 この件について、ご質疑がありましたらお願いします。 

「菅沼委員」 上映期間や番組の時間など、予定があれば教えてください。 

「中西中央図書館主幹」 プラネタリウム番組は３０分～４０分程度の番組が多いの

で、今回の記念番組も同程度の長さとする予定です。また、前回の７０周年記念番組

の時は、６月１日から年度末までの上映予定でしたが、番組の著作権自体を豊川市が

持っていますので、その年度だけでなく、後年度も上映することが可能なため、今も

７０周年記念番組を放映しています。１０年前もＪＡＸＡはやぶさ関連の番組でした

が、先日も砂の中から水の成分が検出されたなど、はやぶさ関連のニュースが出てお

り、旬な話題でもあります。 

「山田委員」 現在打診中とのことですが、今回インタビューを想定しているＪＡＸ

Ａはやぶさのイオンエンジン開発者である細田聡史さんは、７０周年のときに豊川市

で講演いただいた方でしょうか。 

「前田教育部長」 豊川市制７０周年記念講演としては、細田さんとは別のＪＡＸＡ

の方に文化会館でご講演いただきました。細田さんは、豊川高校の卒業生ということ

もあり、当時豊川高校で講演されたと思います。 
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「髙本教育長」 ほかにご質問、ご意見がなければ採決を行います。本案は原案のと

おり可決することにご異議ありませんか。  

   (異議なしの声) 

「髙本教育長」 異議なしと認めます。日程第５、第２４号議案「市制８０周年記念

プラネタリウム番組の制作について」は原案のとおり可決いたしました。本日の会議

に付議されました案件は以上ですので、これで本委員会は閉会といたします。 

  （午後４時１５分 閉会） 

 

この議事録は真正であることを認め、ここに署名する。 

 

                    教 育 委 員       

 

                    教 育 委 員       


